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三陸エリアから東北のジオパ
ークの最南部に位置する磐梯山
ジオパークへ。岩泉町三陸ジオ
パーク推進協議会の主催する視
察研修が行われました。
心配されていた大雨予報をよ

そに晴天の下で現地のフィール
ドワークを満喫しました。磐梯
山の成り立ちは火山活動によるもの。三陸以外のジ
オパークの話は初めてだったので、とても興味深く
「なるほど！そうなんだ！」を連呼してきました。
やっぱりジオパークは面白いです。
宿泊先のペンションのオーナーもご夫妻で当初か

らジオのガイドをされている方でしたので、現場レ
ベルでの実体験をもとにいろいろなエピソードを交
えながらとても参考になるお話を伺ってきました。
ジオの活動を通じて地域での取組が多方面に作用し

ている事例も解説いただき、
意外な副産物を得るような情
報が多々ありました。
中でもジオサイトの案内板

が落葉で傷まないようにと、
地元の皆さんが屋根をつけて
くれたという話は、特に印象
深いものでした。

《三陸ジオパーク研修会》
～ジオの視点で見る縄文の世界～

ジオパークとは、地球活動が造った大地と深く
関わる自然の公園です。八戸市はジオの魅力にあ
ふれており、2021 年7 月にユネスコの世界文化
遺産に登録された「北海道・北東北の縄文遺跡
群」の一つ、「是川石器時代遺跡」もジオと深い
関わりがあります。今回の研修会では、ジオの基
礎的な知識に触れ、さらにはジオの視点から縄文
の世界に迫ります！

◆日時：令和4年7月24日(日) 13:30~16:00
◆会場：会場八戸市水産科学館マリエント

3 階 ウミネコシアター
（八戸市鮫町下松苗場14-33）

※八戸市水産科学館マリエント駐車場をご利用ください。

◆講 師：北奥羽自然史研究所 所長 高橋 晃氏
（三陸ジオパーク認定ガイド）

◆募集人員：20名程度（先着順）
◆参加費：無料

◆ 申込み・問合わせ先
八戸市観光課〒031-8686 八戸市内丸一丁目1-1
T E L ：0178-43-9536（平日8：15～17：00）
F A X ：0178-46-5600
MAIL： kanko@city.hachinohe.aomori.jp
https://sanriku-geo.com/event/20220724/

磐梯山ジオパークへ視察研修

五色沼の観光スポット
で蓮岡専門員のジオ解説

《三陸ジオパークの写真 大募集！！》

三陸ジオパークの美しい景色・豊かな自然・おいしい食べ物…etc.を撮影してご応募ください。
優秀作品（１点）は「さんりくジオだより（R4.10発行分）」で公開するとともに、三陸ジオパーク
ポロシャツを進呈します！
【募集〆切】
令和４年９月30日（金）

【応募先】
三陸ジオパーク推進協議会事務局 info@sanriku-geo.com 宛て
氏名（フリガナ）、メールアドレス、電話番号（任意）を添えて
ご応募ください。

【その他】
応募作品は当協議会での情報発信で使用させていただきます。
詳しくは募集要項（URL）をご覧ください。
https://sanriku-geo.com/2022/06/14212/

噴火記念館で佐藤館長の
お話を聞きました
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ウミネコと蕪島

三陸ジオパーク・現地推進員が記者となってお伝えするコーナー
毎回いろいろな情報を掲載いたしますので、どうぞお楽しみに！

今回の記者：町田 恵太郎（いわて復興応援隊／久慈事務所配置）

無料で借りられる傘は必需品です
（しかし結局爆弾を浴びてしまいました）

こんなところにもウミネコが！
同じ八戸市にある種差海岸インフォメーショ

ンセンターの外にもウミネコがいました。
実はこれは水飲み場で、7時～19時の一定時

刻ごとに八戸市制80周年のイメージソングに合
わせて動きます。
是非、蕪島と合わせて訪れてみてください！

三陸ジオパーク最北に位置する青森県八戸市の蕪島では、6月頃

にウミネコの可愛い雛を見る事ができます。
ウミネコは、2月中旬頃に繁殖のために蕪島周辺の岩場などに集

まり始め、春には島全体が約3万羽のウミネコで覆い尽くされます。
そのまま蕪島で繁殖をし、5月下旬頃には卵が孵り、夏頃には雛

が飛べるようになります。11月頃にはほとんどのウミネコが餌を求
めて南下をし、また春になると再び蕪島に戻ってくるのです。
大正11年にウミネコの繁殖地として国の天然記念物に指定された

蕪島は、今年で100周年を迎えます。
実はその蕪島にも、ウミネコの繁殖に影響を及ぼしているものが

最近の調査で分かりました。
それが下の写真の島全体に繁茂するナタネです。この鮮やかな黄

色い花は観光振興を目的として戦後植えられたものの、ナタネの草
丈が1mほどに成長をすると巣を覆い隠すようになってしまい、親
鳥が巣に戻る際の妨げや、キツネなどの野生動物が隠れる場所を
作っている事になってしまうそうです。
現在は定期的な草刈りやナタネの株の除去等で植生管理をし、ウ

ミネコの保護活動を実施しているとのことです。
ウミネコと人間との互いの心地良い暮らしを地域の人たちが考え、

継続的に保全をしているジオパークのサイトだと改めて感じました。

親の近くで元気に鳴いています まだ卵を温めているウミネコも

今年で国の天然記念物指定100年周年

青枠：調査をしている箇所 赤枠：繁茂したナタネ

編集後記：東北には、下北、三陸、八峰白神、男鹿・大
潟、ゆざわ、鳥海山・飛島、栗駒山麓、磐梯山、蔵王と
９つのジオパークを推進する地域があります。その中で
も一番広大なのが三陸です。最北の八戸市まで行けば下
北ジオも近くですが、まだ行ったことがありません。最
南の気仙沼市まで行けば栗駒山麓ジオがすぐ近くのお隣
さんなのですが、なかなか行く機会がありません。
三陸の広さを改めて実感！ 今回の視察研修では事務局
としてもとても勉強になったことが多かったので、今後
も研修の機会を作っていきたいと思います。 ～と～

三陸ジオパーク推進協議会
〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０（宮古地区合同庁舎２階）

TEL:0193-64-1230
FAX:0193-64-1234
✉ info@sanriku-geo.com
httpｓ://sanriku-geo.com/

＊Facebookはこちらから⇒

tel:0193-64-1230

